
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６０回 なくせ！建国記念の日・許すな！靖国国営化 2.11東京集会 

▶日 時：2026年２月１１日(水) 10時～１2時 (開場9時半) 

▶会 場：日本基督教団 信濃町教会 

▶参加費：1,000円 (大学生500円、高校生以下無料) 

主催 ： 2.11 東京集会実行委員会   

後援 ： 日本キリスト教協議会(NCC) 靖国神社問題委員会／日本バプテスト連盟東京地方連合社会委員会 

集会ブログ 「815&211 東京集会・平和と自由のために」 <https://x.gd/TpMnN> 

集会賛同金にご協力お願いします。  

個人 一口 1,000円/団体 一口 3,000円  

振込先（郵便振替） 00140-4-75776 2.11東京集会実行委員会 

会場案内 

■ＪＲ中央・総武緩行線「信濃町駅」より徒歩3分 

■地下鉄丸ノ内線「四谷三丁目」駅より徒歩7分  

■都営バス「信濃町駅前（慶応病院前）」バス停より徒歩2分（品97＝品川駅～新宿駅西口） 

 
 

私たちの住む日本社会の中に少数者を排除し、大多数のために少数

者を犠牲にする体質が存在しているとすれば。天皇を崇め国旗国歌へ

の起立を当たり前のこととする現代社会のあり方を、美濃ミッション
事件から考えます。 

※美濃ミッション事件：岐阜県大垣市の美濃ミッションの子どもの信者が神社

参拝を拒否したことから1929～1933年に全国的に起った宗教弾圧事件。 

 

どこまで見抜けるか 迫害の文脈化 

──美濃ミッションの体験から── 

講師:石黒イサクさん 

美濃ミッション代表 牧師 

 

 

 

 

 

 

1959 年、三重県四日市市生まれ。1993年、按手礼を受けて、美濃ミッショ

ン富田浜聖書教会の牧師に就任。 2006年から美濃ミッション代表、美濃ミッシ

ョン大垣聖書教会牧師に就任。現在は富田浜、追分、大垣、高田の四教会を兼牧中。 

著書『どこまで見抜けるか迫害の文脈化』、『ローズのバイブル』、『嵐の日本へ来

たアメリカ女性』いのちのことば社、共著 いのちのことば社21 世紀ブックレッ

ト『日本宣教と天皇制』、『それでも主の民として』、『私の愛国心』など。 

 

 


